
管内における雇用環境や人材確保
の状況等について

（市村）

【鹿児島所管内】
１ 鹿児島市の現状と取組等

２ 三島村・十島村の現状と取組等

【伊集院所管内】
３ 日置市の取組等

４ いちき串木野市の取組等

令和４年６月２日
鹿児島地域人財確保・育成推進協議会
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鹿児島市・三島村・十島村

現状 意見，課題等

【市内企業の就業環境】
・インターン等の取組はあるが、市内企業
の効果実感はそれほど高くない。

・多様な働き方への対応、女性活躍・男女
共同参画の取組はあまり進んでいない。

【市内企業への就職動向】
・地元志向の高まり、企業等との接点・企

業等の情報提供などが求められる。

【市内就業環境の魅力創出と効果的な伝達】
・市民・縁のあるひとが鹿児島市内で「働き
たい・働き続けたい」と感じ、その思いが満
たされる環境を整備する。

⇒魅力ある就業環境と担い手の確保、かご

しま経済を担う多彩な人材の活躍推進

鹿児島市

三島村

十島村

現状 意見，課題等

以前より、民間企業の参入がない地域
であることから新卒者の就業は見込めま
せん

村の看護師、保育士、及び介護職は、
経験者を対象に募集していますが、応募
者が不足している状況が続いています。

一次産業では、地域おこし協力隊のほ
か、新規に就業を希望するＩＵターン者
向けに、育成を支援していますが、申込
者数は低調で、地域おこし協力隊の任期、
又は新規就業者支援の期間を終えた者の
定着率は低い状況にあります。

また、本土に居住する定期船の乗組員
についても、応募者が無い状況が続いて
います。

民間のアパート等はないことから、村
で住宅を建設しなければなりません。

多額の費用を要するため、一年に建設
できる住宅は限られます。

求人に対して、応募者が少ないため、
新聞等を活用していますが、問い合わせ
も少ない。

一次産業では、生産過程から流通にお
いて、条件が不利な点（輸送時間、コス
ト、耕作面積）が多く、特に耕種農業等
においては、育成する体制の充実を図る
必要がある。

現状 意見，課題等

特になし 特になし
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① かごしまで働きたい若者応援会議運営事業 

 ア．事業目的 

   １８歳人口をはじめとする若者の流出抑制に向け、地元定着やＵターンを図るため 

の地元産業及び企業等の魅力発信や職業教育における地域貢献の意識醸成等への取組 

の推進について、産学官が連携して検討を進める。 

 イ．構成団体 

   ・産業界   県経営者協会ほか              ８団体 

   ・教育界   鹿児島大学キャリア形成支援センターほか   ５団体 

   ・行政    鹿児島労働局ほか              ６団体 

 

② 若年者就職サポート事業 

 ア．若者の地元就職促進等に向けた訪問要請 

   市職員が、経済団体等を直接訪問し、地元就職促進等に向けた要請を行う。 

 

 イ．高校生ステップアップセミナーの開催 

   就職を控えた市内の高校３年生を対象に、勤労観や職業観の醸成を図るため、ハロ 

ーワーク職員による最近の雇用情勢等の講話、就職活動の心構えと面接の研修、高校 

生を採用予定の地元企業の人事担当者による企業側が求める人材等に関する講話を実 

施する。 

年度 参加高校数 参加者数 

Ｒ元 １０校 ６８７人 

Ｒ２ ５校 ４０１人 

Ｒ３ ８校 ５９４人 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、参加人数の 

多い５校へ訪問し、面接の研修のみ実施。 

 

 ウ．新就職者激励大会の開催 

   市内の事業所に就職する新規学卒者等を対象に、職場定着の意識の醸成を図るた 

め、鹿児島公共職業安定所、鹿児島商工会議所等の経済団体と共に、社会人としての 

門出を激励するとともに、ビジネスマナーの研修等を実施する。 

年度 参加事業所数 参加者数 

Ｈ３０ ６１事業所 １７２人 

Ｒ２ ４８事業所 １５２人 

Ｒ３ ４２事業所 １３７人 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、元年度は開催中止。 
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エ．ワカモノ×カゴシマシ魅力再発見事業 

  若者の地元定着のため、就職活動を控えた大学生に向けた出前授業を実施し、鹿児

島市を生活や就労場所の候補として印象付ける。 

〔開催場所〕 鹿児島国際大学 

〔開 催 日〕 令和４年７月８日（予定） 

〔対 象 者〕 鹿児島国際大学２年生 

 

③ 連携中枢都市圏合同企業説明会開催事業 

 連携中枢都市圏を形成する４市（鹿児島市、日置市、いちき串木野市、姶良市）で合同

企業説明会を開催し、圏域全体で人材の確保や雇用機会の拡大を図る。 

年度 時期 場所 参加事業所数 参加者数 

Ｒ元 １月１３日（月・祝） かごしま県民交流センター ４２社 １６３人 

Ｒ２ １月１１日（月・祝） かごしま県民交流センター ６３社 １２２人 

Ｒ３ １月１０日（月・祝） かごしま県民交流センター ６５社 １１８人 

 

④ 若者就職応援フェア「みらいワーク“かごしま”」開催事業 

 若者の市外流出抑制に向け、地元企業に対する理解促進等を図るため、地元の企業等が

一堂に会し、中学生をはじめとする若い世代への企業等の魅力発信や情報提供を労働局や

県と連携して行う。 

年度 時期 場所 参加者数 

Ｒ元 １２月１５日（日） かごしま県民交流センター ５６４人 

Ｒ２ １１月１日（日） かごしま県民交流センター ６１０人 

Ｒ３ １２月１２日（日） かごしま県民交流センター ９４２人 

 

⑤ 移住・就業等支援事業 

 ＵＩＪターンによる起業・就業者の創出を図るため、東京２３区の在住者または２３区

への通勤者が、鹿児島市内に移住し、中小企業等に就業または起業した場合、または本人

の意思により鹿児島市に移住し、テレワークを実施している場合に移住支援金を支給す

る。１８歳未満の世帯員を帯同して移住する場合は１８歳未満の者１人につき最大３０万

円を加算する。 

年度 申請件数 交付決定件数 

Ｒ２ ８件 ８件 

Ｒ３ ２１件 ２１件 
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１ 日置市 

（具体的な施策） 

①  連携中枢都市圏４市合同企業セミナー（１月成人の日開催） 

  対象者：日置市、鹿児島市、姶良市、いちき串木野市で就職希望

の方（新卒者・新卒以外は問わない） 

  会場：県民交流センター 

  参加者：118名（新卒21名、新卒以外97名）※日置市居住者15名 

  

②  しごと発見！高校生のための合同企業セミナー（２月下旬開催） 

  対象：日置市内に住む又は通学する高等学校２年生（保護者） 

  会場：日置市伊集院総合体育館（R2） 

  参加者：高校生 223名（吹上95名、城西 127名、鹿児島工業 1名） 

※令和３年度は新型コロナ「まん延防止等重点措置」により中止 

２ 日置市異業種交流懇話会（33会員）地元企業28、金融機関４、日置市 

 (1) 設立日：平成17年11月（日置市合併の年） 

 (2) 目 的：日置市内で活動する異業種企業間の交流を進め、それぞれ

が抱える課題の解決を図りながら、新たな産業の創出や新

たな商品開発に取り組み、地域における就業機会の増大を

促進し、日置市全体の活性化を図る。 

（主な活動） 

①  企業の魅力ある説明会（６月末に開催⇔７月以降就職活動開始） 

1. 目的：地元企業の就職環境は担い手不足や県外流出で厳しい状況 

   の中にあって、地元企業と県内高校（進路指導担当）との 

   情報交流をはじめ、今後の就職活動におけるさらなる促進 

   強化を図る。 

2. 参加校：15校（うち地元２校） 

②  日置市異業種交流懇話会と吹上高校との交流会（工場見学） 

1. 開催時期：１月下旬（２日間）※令和２年度：第14回 

2. 対象：１年生及び２年生の全生徒（工場見学は２年生のみ） 

3. 交流会（１日目）吹上高校体育館  

  卒業生からのメッセージ（会員企業就職者）、講話（会員企業代

表）、参加会員企業からの会社概要説明、意見交換会 

4. 工場見学（２日目）会員企業視察（科別：１科３企業） 

※令和３年度は新型コロナ「まん延防止等重点措置」により両日とも中止 

基本目標

「働いてよしひおき」

基本的方向１

安心して働ける「しご
と」の場をつくる

○企業誘致の推進等によ
る「しごと」の創出と拡
大（具体的施策：工場等

立地促進補助）

●若者の「しごと」の確
保と地域を活性化させる
産業誘致（具体的施策：
合同企業説明会の開催）

第２期日置市まち・ひと・しごと創出総合戦略） 

（令和２年度～６年度） 
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資料２－３

　　　いちき串木野市
（人材確保のための各種施策）

6



7


